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       お祭り 
１０月１１日（日） 
        盛大に挙行 
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≪荒 井≫ 

≪荒 古≫ 

≪堀之内≫ 

≪杉 山≫ 

≪浜小根≫ 

≪寺本新町≫ 

≪寺本台≫ 

≪八幡新町≫ ≪中小根≫ 

≪廻 間≫ 

≪中 島≫ 

≪上平井≫ 

≪西平井≫ 

 字内の氏神様である秋葉神社に拝礼・打ち込み奉納後八
幡神社へ出発、神幸祭の天白社への御渡りを終え字に戻っ
た。事故もなく無事に終了する事が出来ました。。 

荒古組一同勢ぞろい。 
八幡神社祭礼、出番を待つ屋形。 

 廻間恒例の祭礼早朝、組長宅での朝食会と雨対策等協
議風景です。 

屋形を修理し、真新しくなった屋形を担いで。 

 町内の練り歩き、神幸祭へも参列。みんなの協力のお
かげで、問題もなく地域の伝統行事に参加でき、楽しい
一日を過ごせました。 

 大人も子どももひとつになって、みんなで祭を楽しむこと
ができました。 

 「わっしょい！」、揃いの法被を着た子供たちのみこしが
寺本台町内を練り歩く。午後は八幡さんから天白さんまで
の神幸祭に参列しました。八幡コミュ二ティーの一員である
ことを共有した一日であった。 

 前日からの雨で予定より３０分程遅れて、花車・子ども御輿
が出発しました。午後からは神幸祭御渡り行列も予定通り行
われました。 

練習の成果を十分に発揮しました。 

屋形修復し輝きを増し、花車も新しく、堂々のお渡り。 

 皆さんが力を合わせて立派な花車を造りました。 
祭礼も無事に終わりよかったです。 

朝の打ち込み、気の引き締まるひと時。 
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十
一
月
二
二
日
（

日
）

八

幡
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、

三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
、

そ
れ
未
満
の
大
人
及
び
小
学

三
年
生
以
上
の
子
ど
も
か
ら

な
る
三
世
代
で
一
チ
ー

ム
を

編
成
し
て
、

十
三
地
域
か
ら

各
二
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。

　
み
な
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い

と
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
、

世
代

を
越
え
て
交
流
の
輪
が
広
が

り
、

初
め
て
の
お
子
さ
ん
に

周
り
が
優
し
く
ル
ー

ル
を
説

明
し
た
り
打
ち
方
の
コ
ツ
を

教
え
る
な
ど
、

見
て
い
て
ほ

ほ
え
ま
し
い
光
景
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
た
。

　
結
果
は
、

一
位
：
寺
本
台

Ｂ
、

二
位
：
寺
本
台
A
、

三

位
：
八
幡
新
町
Ｂ
で
し
た
。

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

ま
た
、

高
齢
者
三
名
、

大
人
一
名
、

小
学
生
一
名
の

計
五
名
の
方
が
ホ
ー

ル
イ
ン

ワ
ン
の
成
績
に
輝
い
た
。

　
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生

し
た
と
の
想
定
で
避
難
所
開

設
訓
練
が
十
一
月
二
九
日

（

日
）
、

八
幡
小
学
校
体
育

館
で
あ
り
、

約
七
〇
名
の
関

係
者
が
参
加
し
た
。

市
職
員

が
開
設
し
た
避
難
所
受
付
で

避
難
登
録
票
に
記
入
、

世
帯

ご
と
の
場
所
の
割
り
振
り
等

が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、

非
常
用
発
電
機
の

起
動
・
運
転
手
順
や
行
政
防

災
無
線
の
操
作
方
法
な
ど
、

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
対

処
の
し
か
た
を
体
験
し
た
。


